
 

 

 

勉強会の内容 

と趣旨 

勉強会では、ただ講義を聞くのではなく、「グループワーク」を入れなが

ら、参加しているメンバーの理解度、感想なども対話を通して共有を図り

ながら進めます。 

同じ内容を聞いていても、人によって「捉え方」や「理解度」が違いま

す。「わかったこと」や「わからないこと」もきちんとみんなで共有するこ

とで、何が課題なのか、何かできるのかを考えていきます。 

勉強会テーマ 

「他の団体を知ろう」 

 

「六郷の子どもたちの放課後を知る」 

講師：六郷の児童館館長、放課後等デイサービスボジティブ 

 これまでの話し合いで、「私たちは子どもたちの実際がわからない」と

いう課題がありました。そこで今回は、子どもたちの放課後の様子をこ

のプラットフォームの参加メンバーでもある児童館や放課後デイサービ

スを講師にみんなで学ぶことにしました。また、大田区の現状の支援状

況も併せて勉強することにしました。 

グループワーク 

「講義を聞いての感想」 

⚫ 初めて児童館の活動を聞き、正直すばらしいと思った。 

⚫ 児童館のイメージが変わった。地域によって色がある。 

⚫ 再延長後の１９時以降の実態が気になる。 

⚫ 児童館の役割りの広さに驚きました。トラブルもたくさんあるのでは

ないかと思いました。 

⚫ 放課後等デイサービスの具体的な活動内容がわかり良かった。 

⚫ 放課後等デイサービスの活動について、生きていくための大切な経験

をさせていることがよくわかりました。 

⚫ 放課後の児童（デイも含む）の支援は、子どもの安全、親の安心とな

り、どの子どもにも自分で選択できる自由と環境（生活）があること

が、心身ともに豊かな主軸となる。 

グループワーク 

「どんな応援ができ

るか」 

⚫ 自治会・町会との交流（お祭りや会館の使用など） 

⚫ 地元会館めぐり 

⚫ 地域のお祭りに児童館、ボジティブの利用者をご招待したい。 

⚫ 中高生の場や家庭（親支援）との連携、情報提供など 

⚫ 六郷ハートボックスが提案してくれた企画に参加・協力し、理解を深

めていくことから始めるのはどうでしょうか。 

⚫ 施設での困りごと、地域での困りごとをお互いに共有し合って、助け

合っていけたら良いと思いました。 

六郷助けあいプラットフォーム 12/４分 

「勉強会」 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

勉強会の様子 

講義後のグループワークの様子 



 

お知らせコーナーで新たな動きが・・ 

地域の子どもたちのために何かできないかと活動をしている「六郷ハートボックス」

さんは、毎回このプラットフォームの話し合いに参加してくれています。そんな中、先

月の話し合いの場のあとに、まずは自分たちで何かやってみたいと社協に相談がありま

した。 

そこで、１２月２４日に町会会館をつかって、子どもたち向けのイベントを開き、地

域の人の顔が見える関係づくりを目指した企画を実施することになりました。 

この日のお知らせコーナーでは、参加メンバーに協力の呼びかけをして、さっそくお

手伝いしてくれる方が見つかりました。 

みんなで地域の課題に対して、出来ることから試行錯誤しながら連携して取り組んで

いければと思います。 

大田社協で、企画づくりやチラシ 
づくり等を支援。 
〝思い“をカタチにするお手伝いを 
行います！ 



次回は、平成３１年１月８日（火） 
「話し合いの場」です。 
 
18時 30分から 20時 30分まで 
会場は、六郷地域力推進センター４階会
議室です。 
 
前回の地域で出来ることの具体的な取り
組み（試行錯誤編）の話の続きをします。 
 
お待ちしております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


